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体験講座（四⽇市中央⼯業⾼校）（２年） 

１２⽉９⽇（⽔）に２年⽣は、四⽇市中央⼯業
⾼等学校に実習体験に⾏きました。溶接実習、⽂鎮作
り、ロボット⾒学、⼈⼯イクラ・指模型・液晶アクセサリー
作り、CAD実習、回路組⽴実習、設計図・プログラム作
成体験、⽊⼯・測量体験などなど、⼀⼈２講座ずつ、実
習設備が整っているからこそできる貴重な体験をさせてい
ただきました。どのグループにも⾼校⽣が入って、中学⽣た
ちに丁寧に説明し、手伝ってくれました。こちらもとてもうれ
しい体験でした。感染症対策に気を付けながらも、例年
通りの活動の場を提供していただいた四中⼯の⾼校⽣、
先⽣⽅に感謝の意を⽰して活動を終了しました。 

★鉄がどれだけ伸びるのかを知る実験はおもしろかったです。鉄が２つにちぎれてしまう時の音はす
ごかったです。（学級通信・生徒感想より） 

校外学習（三重県⼈権センター）（１年） 

同じく１２⽉９⽇（⽔）に１年⽣は、三重県⼈権セ
ンターへ校外学習に出かけました。反差別・⼈権研究所
みえ（ヒューリアみえ）の本江優子さんと⼈権センターの
⻄井正和さんの２⼈の講演を聞き、常設展⽰室をグルー
プごとに⾒学しました。  

本江さんがこの講演で毎年提⽰してくださる、「いじめや
差別の対⼈構図」は、１２⽉８⽇（火）に神前小学
校で⾏われた三
重平・三滝中学
校区子ども⼈権

フォーラムでも使われ、代表で参加した１年室⻑さんたちが他
の小中学⽣とともに話し合いをしてきました。３学期に、全校
⽣徒に向けて学んできたことを発表する予定です。 

  ★自分は①の⼈だったかなあーと思う。あまり差別には関                      
わりたくないと思っていた。しかし、本江さんの⾔葉で、「きっと差別する⼈も、差別を⽌める⼈がいれ
ば、差別しなくなるのではないか︖」と考えた。そうして差別する⼈がいなくなると、差別される⼈、⽌
める⼈もいなくていいことになり、誰もが住みやすい世の中になるのではないか。でも、それは今かな
っていないのが現実である。最終的にめざすのは、差別がなくなることだが、自分は差別を⽌める、
そして差別をしないように︕と⼼がけることが⼤切だと感じた。（学級通信・生徒感想より） 
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外国語指導助手が交替しました 

 ☆彡 Dela Cruz Aurea Gelina Rozal (アウレア先生)  お世話になりました! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆彡 Orion Star Kongmalay (オライオン先生)  よろしくお願いします︕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★三者懇ありがとうございました 

１２⽉１５⽇（火）〜１７⽇（⽊）に２学期末三者懇談会を⾏いました。保護者の皆様にお
かれましては、お忙しい中、お時間の調整をしていただきありがとうございました。短い時間では伝えられな
かったこと、伝わらなかったこともあるかと思いますが、そのようなことがありましたら、遠慮なくお申し出くださ
い。本年度２学期は２５⽇（⾦）が終業⽇となり、３学期は１⽉８⽇（⾦）から始業します。来
年もよろしくお願いします。 

★一⼈ひとりが宣⾔しましょう   

・⾃転⾞は１列で⾛⾏します︕２列３列で並⾛しません︕︕ 

・⼈や⾞を⾒つけたら徐⾏し、「⽌まれ」の交差点では⼀旦停⽌します︕ 


